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団長あいさつ

水戸市長　高橋　靖

　水戸市とアナハイム市が国際親善姉妹都市の盟約を締結してから40周年の節目を迎えた記念の

年に、第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団の団長とし

て、25名の団員の皆様とともにアナハイム市等を訪問いたしました。相互理解と友好親善を深

め、国際的な視野に立った人材の育成を目指すとともに、市民相互の交流を促進するという所期の

目的を無事達成できましたことは大変喜ばしく、団員の皆様のご協力と関係者の皆様のご支援に深

く感謝申し上げます。

　今回の訪問では、アナハイム市のロアラ高校やアナハイム市役所、市議会などにおいて、盟約締

結40周年を祝福して盛大な歓迎を受けました。また、アナハイム市のコンベンションセンターや

広域鉄道の新駅、ウォルマートなどの視察とともに、ハイテク産業を中核として発展し、産学連携

も活発で多くの外国人が研究・留学するメキシコとの国境の街、サンディエゴ市への訪問を通じ

て、国籍を超えた人と人との交流や、現在のアメリカの風土や文化、先進的な観光施策の事例を肌

で感じることができました。

　8日間という限られた日程の中ではありましたが、訪問先の皆様の温かな歓迎と献身的なおもて

なしにより、団員それぞれが友好と親睦を深め合うとともに、国際人としての認識を新たにし有意

義な時間を過ごすことができました。さらに、盟約締結40周年を共に祝っていただいたアナハイ

ム市のトム・テイト市長をはじめアナハイム市議会の皆様の、本市に対する熱い友情に大変感激い

たしました。

　今回の訪問を終え、これまで多くの先人たちが培い、築き上げてきた両市の絆が、固く、かけが

えのないものであることを実感するとともに、両市の関係をより一層親密なものとしていきたいと

強く感じたところです。

　結びに、誠実と信義に満ちた両市の友好親善関係がますます深められますとともに、両市のさら

なる発展を祈念いたしまして、あいさつといたします。
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副団長あいさつ

水戸市議会議長　村田　進洋

　このたび、第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団の副

団長として、団長の高橋市長や団員としてご参加いただいた市民の皆様とともに、アナハイム市等

を訪問し、所期の目的を達成して帰国できましたことは、ひとえに皆様のご協力の賜物と心から感

謝申し上げます。

　アナハイム市滞在中は、トム・テイト市長をはじめ、アナハイム市議会議員の皆様や姉妹都市協

会の皆様から心温まる歓迎を受けるとともに、アナハイム市と水戸市の姉妹都市交流が40周年と

いう節目の年に当たることから、その記念すべきイベントを執り行うことができましたことは、大

変喜ばしく思います。

　遠く離れた両市が、友情と相互理解を深めるとともに、将来にわたる発展を願って、1976年に

国際親善姉妹都市の盟約を締結して以来、40年の長きに渡り友好関係を築いてくることができま

したのも、両市がお互いを尊重し思いやる気持ちと、友情を大切にしたいと思う熱い心があったか

らこそと考えるところです。

　この節目の年を契機に、これまで水戸市国際交流協会の幡谷祐一理事長をはじめ多くの先人たち

が築き上げてきた両市の絆を、さらに強く、かけがえのないものとするため、今後も、市民の皆様

を中心とした、両市の様々な交流活動が継続され、姉妹都市関係が一層進展し、友情が末永く続く

ことを念願するものです。

　結びに、訪問団にご参加いただきました団員の皆様、アナハイム市の関係者の皆様、そして、当

事業の推進にご尽力下さいました関係各位に対しまして、心から敬意と感謝を申し上げまして、ご

挨拶といたします。
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団　員　名　簿
（順不同・敬称略）

№ 役職等 氏　　名 性別 備　　考

1 団　長 高　橋　　靖　 男 水戸市長

2 副団長 村　田　進　洋 男 水戸市議会議長

3 団　員 飯　村　健　一 男

4 団　員 池　田　大　輔 男

5 団　員 池　田　直　子 女

6 団　員 上　田　真　史 男

7 団　員 大　槻　義　光 男

8 団　員 小　黒　佳　弘 男

9 団　員 桂　木　功　雄 男

10 団　員 桐　原　文　男 男

11 団　員 佐　藤　　弘　 男

12 団　員 鈴　木　重　憲 男

13 団　員 田　寺　　椋　 男

14 団　員 千　田　孝　広 男

15 団　員 幡　谷　直　朗 男

16 団　員 久　野　万智子 女

17 団　員 内　藤　丈　男 男 市議会議員

18 団　員 黒　木　　勇　 男 市議会議員

19 団　員 鈴　木　宣　子 女 市議会議員

20 団　員 綿　引　　健　 男 市議会議員

21 団　員 大　津　亮　一 男 市議会議員

22 随行員 小　嶋　正　徳 男 市議会事務局長

23 随行員 鈴　裏　郁　恵 女 市議会事務局

24 随行員 王　　　偉　亜 男 国際交流協会事務局長

25 随行員 鈴　木　正　悟 男 国際交流協会

26 添乗員 赤　城　綾　子 女 近畿日本ツーリスト株式会社



－ 4－

【日　程　表】
日次 月日（曜） 現地時間 地　名 交通機関 行　　　　　　　程

１
10/16
（日）

14:00
14:30
17:00
19:15

13:25

17:00

水戸市役所（出発式）
水 戸 市 役 所 発
成 田 空 港 着
成 田 空 港 発

ロ サ ン ゼ ル ス 着

ア ナ ハ イ ム 着

専用バス

SQ012便

専用バス

専用バスにて，成田空港へ

シンガポール航空:ロサンゼルスへ
（直行便10時間10分）

着後，ロサンゼルス市内視察

アナハイムへ移動
＜アナハイム泊＞

２
10/17
（月）

終日 ア ナ ハ イ ム 専用バス 終日:アナハイム市親善プログラム
　　　（公式行事）

【午前】アナハイム市内施設視察
【午後】友好交流記念イベント
【夕方】歓迎レセプション

＜アナハイム泊＞

３
10/18
（火）

終日 ア ナ ハ イ ム 専用バス 終日：アナハイム市親善プログラム
　　　（公式行事）

【午前】アナハイム市内施設視察
【午後】ディズニーリゾート見学

＜アナハイム泊＞

４
10/19
（水）

午前

午後
16:30

ア ナ ハ イ ム

ア ナ ハ イ ム 発
サ ン デ ィ エ ゴ 着

専用バス アナハイム市内視察
Astor Classics Event Center，
マーケットなど

＜サンディエゴ泊＞

５
10/20
（木）

終日 サ ン デ ィ エ ゴ 専用バス サンディエゴ市内視察
　バルボア・パーク，海軍航空博物館，
　オールドタウンなど

＜サンディエゴ泊＞

６
10/21
（金）

終日 サ ン デ ィ エ ゴ 専用バス 終日：自由行動
＜サンディエゴ泊＞

７
10/22
（土）

 9:30
12:00
15:45

ホ テ ル 発
ロサンゼルス空港着
ロ サ ン ゼ ル ス 発

専用バス

SQ011便

専用バスにて移動

シンガポール航空:成田へ
（直行便11時間30分）� ＜機中泊＞

８
10/23
（日）

19:15
20:10
22:00

成 田 空 港 着
成 田 空 港 発
水 戸 市 役 所 着

専用バス 専用バスにて水戸市役所へ

･･････････ 国際日付変更線通過 ･･････････

※利用航空会社：シンガポール航空（SQ）
　�利用ホテル：エンバシースイート・アナハイム（アナハイム市），エンバシー・スイート・サン

ディエゴ・ダウンタウン（サンディエゴ市）
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【経路図】

カリフォルニア州
東京（成田）より 

ロサンゼルス 
アナハイム 

東京（成田）へ 

サンディエゴ 



行 動 の 記 録

アナハイム市役所前にて
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14:00	 水戸市役所　集合（団員）
14:15	 水戸市役所　出発（専用バス）
16:00	 成田国際空港　到着
19:25	 成田国際空港　離陸（SQ012便）
✈✈✈✈✈✈✈ 日付変更線通過 ✈✈✈✈✈✈✈
14:00	 ロサンゼルス国際空港 到着
	 （フライト時間：約10時間34分）
14:30	 ロサンゼルス国際空港　出発
	 ロサンゼルス市内視察
16:20 ～ 19:45	 夕食
20:10	 ホテル　到着

　爽やかな青空のもと、水戸市役所で出発式が行われました。ご家族や、多くの関係者のみなさま
に見送られ、成田空港に向けて出発しました。シンガポール航空機の遅延により出発時間が遅れま
したが、成田空港を離陸して約11時間後にロサンゼルス国際空港に到着しました。
　空港のビルから出た瞬間、強烈な太陽の陽射しとカリフォルニアの青い空が印象的でした。カリ
フォルニアの日差しはからっとしているため、気温より体感温度は低く感じられました。バスに乗
り込み、マリナ・デル・レイとベニスビーチ、日曜日で賑わうサンタモニカの再開発地区を車窓見
学しました。途中、シカゴに通じる「ルート66」の西側の起点である標識を見ながら、サンタモニカ
ステート・ビーチ公園で下車し、見学しました。そこには、テレビや雑誌でお馴染みの、地元の人
たちが歩道をローラースケートで走る、いかにもアメリカ西海岸らしい風景がありました。砂浜で
はタコを模した八本足の巨大な凧が上がっていたり、サンタモニカの象徴である桟橋付近には多く
の人々で賑わうレストランや遊園地などもあり、アメリカの人達がどのように休日を満喫している
かがわかりました。その後、映画産業の中心地であるロサンゼルス市のハリウッド地区に移動しま
した。チャイニーズシアター周辺は大勢の観光客が詰めかけ、有名スターの手形やサインを見学し
ていました。次に商業ビルのテラスからハリウッドサインと呼ばれるハリウッドヒルズ地区に設置
された「HOLLYWOOD」の文字を見たり、
アカデミー賞の授賞式会場であるドルビー
シアターのレッドカーペットなどを見学し
ました。
　ロサンゼルス市に新設されたコンベン
ションセンターを車窓から眺めつつ、イタ
リアンレストランに向かい、夕食をとりま
した。入国後初めての食事は、日本人の常
識を覆すボリュームでした。

10月16日日
水戸市 ⇒ アナハイム市

水戸市役所での出発式

成田空港にて

1日
目
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06:30 ～	 朝食（ホテルにて）
09:25	 ホテル　出発（専用バス）
10:00～ 11:15	 ロアラ高校視察
11:30～ 11:45	 水戸橋視察
12:00～ 13:10	 昼食
13:20	 �カリフォルニアディズニーランド・リゾート到着
19:30	 カリフォルニア・アドベンチャー集合
20:15	 ワールド・オブ・カラー視察（約30分）
21:30	 シャトルバスでホテルへ
21:45	 ホテル　到着

　カリフォルニアは3年ほど前から干ばつということでしたが、夜半過ぎから午前中にかけて、雨
が降りました。現地の人の話によるとその雨は3～ 4か月ぶりとのことでした。アメリカンブレッ
クファストの朝食後、市内施設を視察しました。

○ロアラ高校（Loara High School）

　ロアラ高校には、今年の夏に、アナハイム市学生親善大使として、東日本大震災以来6年ぶりに
来水した2名の高校生が在籍しており、学校側の配慮もあって、市長や国際交流協会の関係者との
再会が果たされました。同校には日本語のクラスがあり、現地生まれの日系アメリカ人女性が先生
をされており、授業の見学後、高橋市長より指導教材用の書籍が寄贈されました。教育長のマツダ
氏によると、多民族共存の中で緊張が生じることもあるが、お互いを尊重する姿勢が徹底されてい
るため大きな問題に発展しないことが誇りであるとのことでした。同校は、校内にユニオンバンク

10月17日月
公式行事：アナハイム市

ロアラ高校にて

2日
目
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の支店を有する極めて稀な高校で、在校生がインターンでお金の出し入れのみの研修をすることが
できるとのことでした。
　生徒会長は、スピーチの中で「生徒たちが幸せを満喫できるよう、リーダーシップを発揮したい。」
と述べましたが、その発言からは誇りが感じられました。

○水戸橋

　閑静な高級住宅街である「アナハイムショア」の中にある、住人が利用できる庭園には、モネの絵
画「睡蓮」を彷彿させる美しい池があります。その池の水路に架かる水戸橋を視察しました。

○カリフォルニアディズニーランド・リゾート

　カリフォルニアディズニーランド・リゾートは、ディズニーランドとカリフォルニア・アドべン
チャー・パークの2つのテーマパークと多数のショッピング施設やレストランがあるダウンタウン
ディズニー周辺のホテルで構成されており、そこでは「ワールド・オブ・カラー」と呼ばれる、噴水
に映し出されるプロジェクションマッピングを楽しみました。大変な混雑であったものの、アナハ
イム市が用意してくれた予約席で、幻想的な映像と音響の彩るディズニーの世界観を堪能すること
ができました。

ワールド・オブ・カラー
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06:30 ～	 朝食（ホテルにて）
09:35	 ホテル　出発（専用バス）
10:00 ～ 11:20	 �アナハイム・コンベンションセン

ター視察
11:40	 �国際親善姉妹都市盟約締結40周年

記念パーティー（約2時間30分）
14:20 ～ 14:35	 �アナハイム駅（ARTIC：Anaheim 

Regional Transportation Inter-
modal Center アナハイム地域交
通複合輸送センター）視察

14:45 ～ 16:30	 エンゼルス・スタジアム視察
16:40	 アナハイム市役所　到着
	 ミト・スクエア視察
	 議会傍聴
18:00	 アナハイム市役所　出発
19:00 ～ 19:50	 夕食
22:00	 ホテル　到着

　前日同様、早朝から小雨が降っていましたが、出発前の午前9時頃には雨は上がりました。
朝食後、以下の通り視察等を行いました。

○アナハイム・コンベンションセンター（Anaheim Convention Center）
　前日から大きな見本市が開かれていました。コンベンションセンターは大規模な見本市や多岐に
わたる会議に対応できる仕様となっており、その収容能力は目を見張るものがありました。ディズ
ニーランドも近くにあることから、観光と商業の相乗効果を生み出しているようでした。現在、約
500億円をかけて、新たな施設を建設中です。また、太陽光発電によるクリーンエネルギーの活用
や、敷地内にある「GREEN ZONE」という名称のリサイクリングセンターで施設から出たゴミの
処理を行うなど、環境への意識も高く、団員のみなさんも大いに関心を寄せていました。

○40周年記念パーティー（於：City National Grove of Anaheim）
　ロビーでは、両市の交流の写真がモニターに映し出され、友好の雰囲気を高めていました。ま
た、アナハイム市関係者も続々と来場し、新たな出会いや、旧交を温めるなど、交流が行われてい
ました。
　パーティーは場所をホールに移して行われ、トム・テイト市長の開会宣言に続いて、みとちゃん
が出演する水戸市のプロモーションビデオが流され、参加者の注目を集めていました。その後、在
ロサンゼルス日本国総領事館の千葉総領事の祝辞、アナハイム市のテイト市長、水戸市の高橋市
長、村田市議会議長のスピーチが順に行われました。テイト市長は、大震災を克服した水戸市か

10月18日火
［午前］ 公式行事：アナハイム市3日

目

アナハイム・コンベンションセンターにて

国際親善姉妹都市40周年記念式典
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らの訪問団を讃えるとともに、アナハイム市が水戸市民に励ましの手紙を送るキャンペーンを展開
し、3000通を超える手紙を送った逸話も紹介しました。
　アナハイム市側の計らいにより、「Mito Way 200S」の標識の除幕式が行われ、訪問団一行は驚
きと喜びを持って迎えました。これはアナハイム市内の市道の一部が「Mito Way 200S」と命名さ
れるもので、その地域住民の住所にもなるため、大変名誉なことであるとのことです。その後、両
市の記念品交換が行われました。当日はテイト市長の誕生日でしたので、高橋市長の発声で、参加
者がハッピーバースデイの歌を歌って祝い、高橋市長からバースデイプレゼントとして、Tシャツ
と水戸の伝統的な焼き物「七面焼き」が手渡されました。パーティーの合間には参加者同士でプレ
ゼント交換が行われました。
　パーティーの間、両市の交流の写真がスライドショーでモニターに絶え間なく映し出され、会場
の友好的な雰囲気を演出していました。

○�アナハイム駅（Anaheim Regional Transportation Intermodal Center：アナハイム地域交通複合
輸送センター）
　アナハイム駅はロサンゼルスのユニオンステーションから列車で約40分、エンゼルス・スタジア
ムまで徒歩10分足らずの位置にあります。ドーム型の屋根を含め、全体がガラス張りで、レストラ
ンやカフェもあり、開放的で使い勝手の良い印象の駅でした。

○エンゼルス・スタジアム（Angel Stadium of Anaheim）
　2名の職員の方が、放送席や記者会見席、ロッ
カールーム、シャワールーム、ダグアウト、ダグ
アウト前の天然の芝生など、一般の人は出入りで
きない場所を案内してくれました。外野席には滝
がある、美しいスタジアムでした。視察後は、
チームのオフィシャルショップでショッピングを
楽しみました。

○アナハイム市役所（議会）表敬訪問
　市役所に到着後、ミト・スクエア内にある幡谷
祐一アナハイム市名誉市長就任25周年記念銘鈑
を見学した後、アナハイム市が用意してくれた傍
聴席の予約席に座り、議会を見学しました。議会
の冒頭テイト市長から、両市が姉妹都市の盟約を
締結して今年で40周年になる旨のアナウンスが
あり、高橋水戸市長が登壇を促されて英語でス
ピーチをしました。その後、村田議長をはじめ水
戸市議のみなさんも登壇し、宣言書がテイト市長
から高橋市長に手渡されました。

　夕食は日本ではありえない程大きな豚のスペアリブで、その圧倒的な大きさに笑いが出るほどで
したが、見た目ほど脂こくはなく、身も柔らかく、タレの味付けが絶妙でした。

アナハイム市議会にて

エンゼルス・スタジアム前にて
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06:30 ～	 朝食（ホテル内にて）
09:40	 ホテル　出発（専用バス）
10:00 ～ 10:35	 アスター・クラシックス・イベン

ト・センター視察
10:50 ～ 11:40	 ウォルマートでショッピング
12:20	 昼食（ビュッフェ）
13:10 ～ 14:30	 サウスコーストプラザで
	 ショッピング
16:35	 ホテル　到着
18:15	 ホテル　出発（徒歩にて夕食会場へ）
18:30 ～ 21:10	 夕食
21:30	 ホテル　到着

　朝から快晴でした。朝食後、次の以下のとおり視察を行いました。

○アスター・クラシックス・イベント・センター（Astor Classics Event Center）
　富豪のアスター氏が、アメリカの古き良き時代を象徴する車や電化製品、通信機器を展示して見
せるために作ったセンターで、イベントやパーティー、コンサートなどができるとのことでした。

○ウォルマート（Walmart）
　世界最大のスーパーマーケットチェーンであり、現地のショッピングの実情を視察しました。ア
メリカでは買い物をする際にはカードを使用することが主流で、現金で支払をする人は稀でした。

○サウスコーストプラザ（South Coast Plaza ）
　世界的高級ブランドが出店する大規模なショッピングセンターを視察しました。

　前日に公式行事を終え、一安心した一行は、アメリカの文化や生活様式を体感し、満喫している
ように見受けられました。ホテルは、ミッドウェー博物館まで徒歩で約10分の距離にあり、コンベ
ンションセンターやシーポート・ヴィレッヂ、映画
トップガンのロケが行われたレストラン（Kansas 
City BARBEQUE）なども徒歩で2～3分の距離にあ
る、立地の良いホテルでした。ホテルから徒歩約15
分ほどの、ダウンタウンのウェストフィールド・
ホートンプラザというショッピングモールにある中
国料理レストランで夕食をとりました。ハロウィン
が近いことから、街の所々でハロウィンの装飾や表
示を目にしました。

10月19日水
［午前］ アナハイム市内視察　［午後］ アナハイム市 ⇒ サンディエゴ市4日

目

アスター・クラシックス・イベント・センター

夕食の様子
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06:00 ～	 朝食（ホテル内にて）
09:40	 ホテル　出発（専用バス）
10:10 ～ 12:15	 ミッドウェイ博物館視察
12:40 ～ 13:55	 �昼食（ミッションバレイ　アウトレット）
14:12 ～ 15:10	 オールドタウン視察
15:20 ～ 16:20	 バルボアパーク視察
16:40	 ホテル　到着 → 解散・自由行動
18:45	 ホテル　出発（徒歩で夕食会場へ）
19:00 ～	 夕食
20:45	 解散

朝から晴天に恵まれました。朝食後、以下の通り視察を行いました。

○ミッドウェイ博物館（USS Midway Museum）

　ミッドウェイ博物館は、1945年に就役し、1992年に退役した航空空母ミッドウェイを博物館に
したもので、全長296ｍを誇り、食堂や医療施設、歯科診療施設、郵便局等の機能を有した一つの
街のような巨大な鉄の塊でした。

　昼食はアウトレットの中にあるビュッフェスタイルのレストランで、寿司やラーメン、うどん等
の日本食をはじめ様々な料理があり、久しぶりの日本食にほっとした団員の方も多いようでした。

10月20日木
サンディエゴ市5日

目

ミッドウェイ博物館にて
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○オールドタウン

　1744年にスペインの植民地開拓者が入ったことで、ヨーロッパからの入植者によって作られた集
落で、サンディエゴ発祥の地とされています。スペインの支配下であったメキシコが1821年に独立
戦争で勝利したことにより、サンディエゴはメキシコ領となりました。その後、1848年にアメリカ
領となった影響でアメリカとメキシコの文化が混ざり合いながら、サンディエゴはオールドタウン
を中心として発展してきました。現在は1800年代の街並みが再現され、土産屋やレストラン、バー
などが並んでいました。一行はサンディエゴの眩しい太陽と開放感に満ちた雰囲気の中、当時の遺
構を見学したり、ショッピングをしたりして異国情緒あふれる歴史公園を満喫しました。

○バルボア公園

　アメリカ最大級の都市公園であるとともに、世界で最も多様性のある公園として知られており、
園内にはサンディエゴ動物園をはじめ、博物館や美術館、劇場、ギャラリー等15以上の施設があり
ました。中でも航空博物館は、ミッドウェイ博物館ができるまで、サンディエゴ市内で一番人気が
あったとのことでした。同公園はサンディエゴ市民や観光客の憩いの場となっていることが感じと
れました。

　夕食は、海沿いのレストランでサーモン料理をいただきました。団員全員が揃っての最後の夕食
となりました。

夕食会場での高橋市長のスピーチ
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06:00 ～	朝食（ホテル内にて）
	 終日自由行動

06:00〜	 朝食（ホテル内にて）
09:00	 ホテル　出発（専用バス）
12:05	 ロサンゼルス国際空港　到着
15:45	 ロサンゼルス国際空港　離陸（SQ011便）

✈✈✈✈✈✈✈ 日付変更線通過 ✈✈✈✈✈✈✈
19:35	 成田国際空港　到着
	 （フライト時間：約11時間50分）
20:25	 成田国際空港　出発
21:55	 水戸市役所 到着

　帰国の日は、朝から快晴でした。ホテルの出発時間は午前9時30分の予定でしたが、土曜日とい
うこともあり、渋滞も考えられることから、出発時間を30分前倒しして、午前9時出発としまし
た。

　ロサンゼルス国際空港では、搭乗を待つ間、2時間以上の空き時間があり、それぞれ昼食やショッ
ピングを楽しみました。成田への到着も若干遅れたものの、スムーズに入国手続きを行い、水戸へ
と向かいました。水戸市役所への到着は、ほぼ予定通りでした。遅い時間にもかかわらず、ご家族
の方や、多くの関係者の方の出迎えを受け、それぞれの家路へと着きました。

　朝から晴れの良い天気に恵まれました。終日、自由行動ということもあり、それぞれがティフア
ナ（メキシコ）観光やハーバークルーズ、ユニバーサルスタジオ観光などのオプショナルツアー
や、ショッピング、市内散策などをして楽しみました。

10月21日金
サンディエゴ市

10月22日土/10月23日日
帰国日：サンディエゴ市 ⇒ 水戸市

6日
目

7・8日
目

ロサンゼルス国際空港にて



団 員 報 告 書

空母ミッドウェイ司令塔よりサンディエゴ市街を臨む（サンディエゴ）
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平成28年度第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問
及びアメリカ文化･行政視察団

水戸市長　高橋　靖

　1976年に水戸市とアナハイム市が国際親善姉妹都市の盟約を締結してから、今年で40周年を迎えま

した。この度、市議会や公募による市民代表25名で40周年記念訪問団を結成し、10月16日～ 23日の

日程でアナハイム市とサンディエゴ市を訪ねました。

　アナハイム市ではまず初めに、ロアラ高校を訪問し、日本語授業を視察いたしました。日本語を熱心に

学ぶ生徒の姿を拝見し、日本人として嬉しさがこみ上げてきました。水戸市では今年、5年ぶりにアナハ

イム市からの学生もホームステイで受け入れており、そのうちの一人の学生にも久々にお会いすることが

できました。水戸芸術館のバッジとトレーナーを身に付けてくださっていたことが大変印象に残りました。

生徒会役員とも懇談をさせていただきましたが、生徒会幹部5人のうち4人が女子で、アメリカの高校生

も女子が活躍していることを感じました。是非将来は日本語を生かした職業に就いていただければ幸いで

す。

　続いて、アナハイム市コンベンションセンターを視察しました。ラスベガスコンベンションセンターに

次ぐ全米2位の大きさで、その規模には驚くばかりです。ディズニーランドの集客とともに、コンベンショ

ンによる交流人口増が、アナハイム市の経済のエンジンを回す原動力になっているそうです。コンベンショ

ン誘致の成功例を見させていただきましたが、施設の機能、街の観光資源や宿泊施設の充実が有利に働く

などのお話を伺うことができ、今後の水戸市のコンベンション戦略の参考となりました。

　今年は盟約締結40周年ということもあり、歓迎レセプションも盛大に開催していただきました。過去

40年の歴史を振り返るDVDが上映され、大変懐かしい顔ぶれや当時の様子を顧みることができました。

またレセプションの席で、アナハイム市役所周辺の道路の一部を「Mito Way」と名付けることが発表され

ました。まさにサプライズでした。アメリカはストリート名がそのまま住所になるので、大変誇り高いこ

とです。アナハイム市のトム・テイト市長をはじめ、アナハイム市議会の皆様の水戸に対する熱い思いを

感じ、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。

　アナハイム市議会も傍聴

させていただき、議場にお

いて水戸市を代表してご挨

拶をさせていただきまし

た。緊張の中、私の下手な

英語でのスピーチに対し、

満席の傍聴席からは大きな

拍手が寄せられ、嬉しいや

ら恥ずかしいやらでした。

アナハイム市民の皆様の温
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かいお心遣いに接することができ、心から感謝を申し上げます。

　その他、水戸橋、ミト・スクエアなど水戸にゆかりのある施設、ARTIC（広域鉄道新駅）、エンゼルスス

タジアム、クラシックカーの展示を活用したイベントホールなどを視察させていただきました。さらに、

アメリカの人々の生活や物価、趣向を実感し視野を広げるため、アメリカ最大の流通業者であるウォルマー

トを訪ねました。ここでは日本と違った小売の様子を見ることができましたが、生活習慣の違いがあり、

必ずしも日本で取り入れられるものばかりではありません。ただ日本と比べて、その単価の安さと量の多

さのアンバランスには、庶民として羨ましい気持ちがあります。アメリカに住んでいると、食品の甘さと

量との戦いで、体重を維持することは大変困難であるということを実感させられました。

　滞在中、アナハイム市の皆様には温かい歓迎を受け、様々なご配慮をいただき、思い出多い、心に残る

訪問となりました。水戸市とアナハイム市は、これまで文化、教育を中心に交流の絆を深めてまいりまし

た。アナハイム市姉妹都市委員会の皆様からは、今後は英語指導助手やホームステイの派遣など教育的交

流をさらに強くするとともに、水戸市の特産品の輸出など、経済的交流の可能性についても提言がありま

した。さらに市役所職員の相互派遣のご提言をいただきましたが、その実効性については検討の余地があ

ると考えています。いずれにいたしましても、先輩方が築き上げてくださった両市交流の歴史と伝統をしっ

かり守りながら、新たな時代を築く交流を始めていくことが、私たちの役割だと思っています。

　水戸市とアナハイム市の絆がさらに強固なものとなり、交流の輪が一層広がることは、多文化共生社会

の充実や世界で活躍できる人材の育成にもつながります。国際感覚豊かな水戸市と水戸市民を育んでいく

ためにも、次の50周年に向けて、水戸市とアナハイム市の友好親善を深める国際交流事業に一層の力を

注いでまいります。
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　はじめに、40周年を記念した国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団

に副団長として参加させていただき、微力ながらその職責を果たさせていただきましたことにつきまして、

参加された団員の皆様、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　ありがとうございました。

　さて、今回のアナハイム市訪問に当たっては、アナハイム市民の方々のお力添えにより様々なプログラ

ムが用意され、1000人以上は収容できる巨大なコンサート会場における歓迎レセプションをはじめ、ア

ナハイム市コンベンションセンターやエンゼルススタジアム、アナハイム市議会などを訪問させていただ

きました。

　とりわけ、アナハイム市議会では、歓迎レセプションでトム・テイト市長から突然発表された新しい道

路名としての「Mito Way」について、改めて傍聴に来られたアナハイム市民の皆様へのご紹介があり、水

戸市からの訪問団員の一人として誇らしい思いがありました。

　アナハイム市議会の傍聴席は、お揃いの上着を着用している方、プラカードを持っている方などをはじ

め、幅広い年齢層の方々で埋め尽くされており、議場に入れない人は、議場入口のホールでモニターによ

る傍聴を行っていました。

　傍聴席と議会との距離はとても近く、傍聴者の話しかけにテイト市長が応じるなど、水戸市の議場では

考えられないほどの距離の近さを感じました。

　傍聴席との会話は、日本では考えられませんが、この市民との距離感はとても重要なことであると感じ

させられたものでした。

　アナハイム市議の皆様の御好意により、高橋市長のスピーチに続いて、私たち議員が議場においてご紹

介をいただいたことは、アナハイム市との友好関係を改めて認識させていただいたところでございます。

　結びに、本年の40周年を契機として、アナハイム市・水戸市の両市民の方々が中心となった一層の友

好関係が深まりますよう御祈念申し上げ、報告とさせていただきます。

水戸市議会議長　村田　進洋

アナハイム市議会を訪問して



－ 20 －

Anniversary 40th Sister-city Relationship
Mito-City with Anaheim-City

飯村　健一

　1976年に国際親善姉妹都市の盟約を結んだ水戸市とアメリカ合衆国カ

リフォルニア州アナハイム市は今年で40周年という記念すべき年を迎え

た。これを記念しての第32回アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・

行政視察団の一員として参加する機会に恵まれた。

　私は内原国際交流ふれあいの会（現在は水戸内原）の創設以来、23年間

草の根の国際交流を楽しんできたことから、水戸市のたくさんのアメリカ

出身の英語指導助手とも交流をしたし、公民館講座で英語の学習にも励ん

だことがあった。これらのことから、今回の訪米はとても期待にあふれる

ものであった。

　高橋市長を団長に、村田議長を副団長として、訪問団25名はシンガポー

ル航空に搭乗し日本を発った。10時間のフライトでロサンゼルス空港に到着し、まずショックだったの

は入国審査官が話すことが理解できなかったこと。定型的なことは分かるが冗談交じりに話すことには

笑って胡麻化すしかなかった。私がしゃべるビギナーの英語は分かってもらえたが、ネイティブスピーカー

の英語は半分くらいしか理解できなかった。だが、失敗を恐れずチャレンジすることが面白かった。

　私が見たアメリカは、広々としたフリーウェイをはじめ道路や電柱の地中化などのインフラが整い、コ

ンベンションセンターや市街地にあるにもかかわらず広大な駐車場を持つエンゼルスタジアムなどの都市

的な施設が整備され、公園や歩道などの芝生の手入れなども行き届き、カリフォルニアの青い空と相まっ

て整然とした明るく住みよさそうな街に感じた。

　公式行事はまずロアラ高校の視察。日本語を学ぶ高校生が頑張って「アリとキリギリス」の童話を読ん

でくれた。学校の中に学習の一環として銀行の支店があるのもキャリア教育として先進的な取組と感心し

た。次は40周年を記念する歓迎イベント。訪問団とアナハイム姉妹都市委員会の皆さんが食事を楽しみ

ながら交歓した。この日が偶然アナハイム市のトム・テイト市長の誕生日というサプライズが高橋団長か

ら紹介され、七面焼のプレゼントを贈るという粋な計らいがあった。40周年ということでこれまで大変

多くの市民が交流し、国際理解が図られたことと思い、関係者のご尽力に敬意を表するとともにこの交流

が50年100年と末永く発展・継続することを願うものです。

　後半のサンディエゴもアメリカ有数のリゾートというこ

とで美しく住みたくなる街でした。しかし滞在はわずか1週

間、それもカリフォルニア州のほんの一部のみ、上辺は見

ても裏は見ておらず、これだけでアメリカを評価できない

がこれからもアメリカのみならず国際理解に努めていきた

い。勿論英語のブラッシュアップも。皆様大変お世話にな

りました。
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第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問
及びアメリカ文化・行政視察団に参加して

池田　大輔

　9月29日の水戸市国際交流センターでの結団式から、初めての渡米と行政視察団ということもあり「責

任・不安・好奇心」の気持ちを抱きながら、10月16日の水戸市役所での出発式を終え日本を発ちました。

長い空の旅を経てロサンゼルス空港に到着し、初めてアメリカの地に足を下ろしました。感激と共に、い

よいよ行政視察始動です。

ロサンゼルス市内視察
　到着後間もなく、日本とマイナス16時間の時差がある地にいることに心身ともに戸惑いを感じながら、

ロサンゼルス市内視察へ。バスでの移動中窓越しに見える街並みが、テレビや映画でしか見たことのない

景色で、目に焼き付けることに夢中になる自分がいました。また、自分の英語のスキルの無さを痛感した

日でもありました。

アナハイム市内視察
○Loara High School訪問

　多文化の学生が集まる高校で、日本語の授業見学や校内見学をし、先生や生徒達とディスカッションも

させていただきました。カリキュラムの一つとして、この校内にはユニオン・バンクがあり、生徒が受付

など実習をしていました。

○水戸橋見学

　天気にも恵まれ、まさに日本にいるような素晴らしい庭園でした。

○プロジェクションマッピング観覧

　現地でしか見られない大迫力ディズニープロジェクションマッピング（ワールド・オブ・カラー）を観

覧し、スケールの大きさを実感しま

した。

◎アナハイム市親善プログラム

　アナハイムコンベンションセン

ター視察・歓迎レセプション・アナ

ハイムARTICセンター視察・エンゼ

ルススタジアム視察・アナハイム市

役所での市議会傍聴を致しました。

その後、アナハイム市長や地元議員、

一般地元住民の方々大勢の前で、団

長の英語でのスピーチ、副団長のご

挨拶、議員団紹介や交流会など全団
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員が姉妹都市交流の役を担いました。またアナハイム市からサプライズもあり感動しました。

サンディエゴ市内視察
○USS Midway Museum

　博物館として公開されている退役米海軍航空母艦「ミッドウェイ」。機関室など約６０の展示場に加え、

甲板には29機の退役戦闘機が並んでいました。

○Old Town San Diego State Historic Park

　先住民の暮らしや環境、歴史を肌で感じることができました。

○Balboa Park

　美術館や博物館など15の施設が、緑いっぱいの美しい園内に集結。いずれの建物も優美なスパニッシュ・

バロック様式になっており、この装飾の建築物は圧巻でした。

　そのほかにも数多くの視察をさせていただき、最終日の朝を迎えました。朝9時にバスでホテルをあと

にし、ロサンゼルス空港に向かいました。バスでの移動中、名残惜しく窓越しに見える景色を眺めながら、

結団式から今までを思い返していました。団員の皆様よりお気遣い賜り、終始楽しく過ごさせていただき

ました。心より感謝申し上げます。今回の体験は、私自身に大変貴重な経験であり、「大きな感動・己に刺激・

躍進の思い」の感情を胸いっぱいに持ち帰ることができました。

　今年で友好姉妹都市40周年を迎える貴重な視察に、団長の高橋市長・副団長の村田議長をはじめ団員

の皆様と参加させていただいたことに、心より御礼申し上げます。また、これからも水戸市とアナハイム

市との交流が益々深まり、より一層ご発展されますことをご祈念申し上げます。
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国際親善姉妹都市アナハイム市を訪れて

池田　直子

　今回、高橋 靖市長を始めとする国際親善姉妹都市アナハイム市親

善訪問及びアメリカ文化・行政視察団に参加させて頂きました。

　40周年の節目を迎える貴重な時に、皆様とご一緒できたこと、と

ても光栄に思います。

　久しぶりのアメリカの印象は、目に入るものすべてが新鮮で広大で

スケールの大きさに心が躍りました。

　ロアラ高校を訪問した際には、いつも海外ドラマで観ていた光景が

目の前で繰り広げられていました。すれ違う高校生達が、キラキラし

た瞳で「Hi」「HeIIo」と挨拶を交わしてくれました。日本人にはない、積極的で動じない高校生達に感心

させられました。

　拙い英語ながら挨拶を交わしていくと、もっとお話しがしたい気持ちになり、気付くと身振り手振り、

少しの英語で会話をする自分がいました。日本語授業を夢中で受ける高校生達を見て、私自身、もっと英

語を学びたいと思いました。

　他にも、世界で1番初めにできた本場のディズニーランドで観た、水と光のプロジェクションマッピン

グを観賞させて頂き、やはり本場は違い全てにおいて、規模、エンターテイメント性が溢れ出ていて凄い！

の一言でした。

　帰国し日常に戻ってからも、積極的に挨拶を交わすように

なり、周りの子供達やお隣、ご近所の方々との笑顔が増えた

ように思います。

　この経験を生かし微力ながらも次世代に伝えていけたらと

思います。

　今後の交流が一層発展されますように！

　「The World becomes as one」

　夢のような訪問に夫婦で参加させて頂き、心から感謝申し

上げます。
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アナハイム市親善訪問に参加して

上田　真史

　平成28年度第32回国際親善姉妹都市アナハイム市

親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団派遣事業に参

加させて頂き、初めてのアメリカ本土訪問でした。初

めてロサンゼルスに到着して感じた事は、空港の外に

出た時の雲一つない快晴のまっ青な空と、10月とは

思えない気温でした。ただ、日本と違って湿度が少な

いので、暑くても平気でした。市内視察で乗ったフリー

ウェイは8車線もあり、日本では考えられないスケー

ルに驚きました。食事のボリュームにも、アメリカら

しさを感じました。味は自分には合っており、とても美味しかったですが、つい食べすぎてしまいました。

　市内視察で訪問したコンベンションセンターやエンゼルススタジアムなど、通常のツアーでは立ち入る

ことのできない特別な場所などを見学できて、貴重な体験ができました。

　今回は、水戸市とアナハイム市の姉妹都市締結40周年記念という大事な時に訪問団として参加して、

記念イベント、歓迎レセプションでの雰囲気を間近に感じる事ができました。今回、アナハイム市に「Mito 

Way」という通りができるという事で、そこに住む方々の住所になるという話でした。今後、益々のアナ

ハイム市と水戸市の交流が活発になる事を願います。

　最後になりますが、今回お世話になりました団長である高橋水戸市長を始め、訪問団の皆様、準備段階

からご尽力下さった水戸市国際交流協会の皆様に厚く御礼申し上げます。



－ 25 －

　今回初めて国際交流研修に参加させて頂きありがとうございました。感謝し

ております。

　当初は幡谷祐一国際交流協会理事長の下で理事をしていた経緯があり、今回

同行した桂木功雄団員と共に28年産新米を奉納しました際に、桂木団員と一

緒にアナハイム市へ行く事を報告したところ、理事長から「私はアナハイム市

の名誉市長であり、水戸橋ができているので良く確認を」と言われました。今

回は、姉妹都市提携40周年記念で32回目の訪問であり、我ながら幸せを感じ、

幡谷祐一理事長さんの偉大なる功績に感謝感涙で一杯です。16日、多くの見

送の中、市役所を出発しました。

　10月18日の姉妹都市締結40周年記念イベント歓迎レセプションには、高橋水戸市長さんが英語でス

ピーチを行いました。その中で、両市相互に友好を象徴するモニュメントも建立されており、教育、文化、

スポーツ等にふれ交流の深まりを継続すると宣言されていました。素晴らしいスピーチに感動しました。

○�ディズニーランド観光は2度目ですが、日常的に多くの人出で、本物のスケールの大きさを感じました。

一大イベントのパレードを早目に陣取り、観覧しました。素晴らしい想い出になりました。

○�アナハイム市議会訪問について感じた事は、ウェルカムの言葉と指定席が用意され、大変良かったです。

議員が少ないこと、答弁者も少ない。質問者席が議場中央にマイクと共にある。盛んに一人が質問をこ

ころみたが無視されていた。

○�サンディエゴ市について　静かな港街でバルボアパーク海軍航空博物館を見学し、雄大さに感動しまし

た。自由行動では、ハリウッドも見学することができ、記念になりました。

○�クルーズについてはオプションで、3人で行って来ました。舟からの眺望は素晴らしく、絶景でした。

8日間の訪問交流があっと云う間に終了した。

○�最後になりますが、幡谷祐一国際交流協会理事長始め、水戸市長高橋団長、村田副団長及び訪問団の皆

様、関係者の皆様方に心より感謝申しあげます。ありがとうございました。大変有意義な体験をしまし

た。重ねてありがとうございました。

感謝しております。

大槻　義光

アナハイム市親善訪問団に参加して
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　今回、アメリカに行く事は20数年振りということで、期待と不安を抱きな

がら今回の親善訪問に参加致しました。第1日、2日はロサンゼルス市内、ア

ナハイム市内視察、ディズニーリゾートと、慌ただしくアメリカでの生活を体

験することができました。なかでも、アナハイム市内にあるカリフォルニアディ

ズニーでは、東京ディズニーランドのように混雑している事もなく、アメリカ

人の家族連れがリゾート内でゆったりとパークを楽しんでいる光景が印象に残

りました。また、丁度ハロウィンの時期にも重なり、たくさんの仮装したゲス

トを見ることができました。

　第3日は、公式行事である姉妹都市締結40周年記念イベント歓迎レセプショ

ンに参加させて頂きました。アナハイム市長や市議会の皆様、またアナハイム市民やロアラ高校生徒会の

皆様方から盛大なるおもてなしを受けて、大変感銘を受けました。また、この歓迎レセプションでは7～

8名のテーブル毎に分かれて、食事をとりながらDVD鑑賞をしましたが、私は自分がもっと英会話の勉強

をしておくべきだった事、もっと積極的にアナハイム市民の皆様に話しかけるべきだった事等々、たくさ

んの反省する点があったと思っております。また私には、小学校3年生の息子がおりますが学習塾での受

験英語ではなく、幼児教育または小学校低学年の内から水戸市内の各学校にAETを配置して頂き、話せ

る英会話を伸ばして頂きたいと強く感じました。

　

　レセプション終了後、幡谷祐一会長アナハイム名誉市長銘板を見学させて頂きました。幡谷会長は、両

市間の橋渡しへのご尽力を称え、1988年にアナハイム市

より名誉市長の称号を贈られている事は、私が勤務する茨

城県信用組合の会長でもあるということで、とても偉大さ

を感じました。

　最後に、第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪

問及びアメリカ文化・行政視察団に参加させて頂き、本当

にありがとうございました。何事もなく、数々の経験や楽

しかった思い出を持ち帰り、この参加報告が作成できるの

も、高橋市長を団長に行政視察団の皆様及び水戸市国際交

流協会の皆様、添乗員の高木様のおかげであり、改めて感

謝致します。

小黒　佳弘

アナハイム市親善訪問に参加して
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　水戸市とアナハイム市盟約40周年の記念すべき年

に参加できる事は、誠に光栄です。

　トム市長さんとは何回もお会いしておりますが、相

変わらず健康で、美男子で頼もしい方です。周年行事

の時に変わらなくて、喜ばしい限りです。

　高橋市長の英語でのスピーチは大変発音もよく、す

ばらしい挨拶でした。

　アナハイムとの交流も40年になりますので、水戸

市の中学生・高校生も積極的にホームステイをして、

英語の勉強に力を入れてもらいたいものです。

　今回、初めて高校生の参加者が一人おりまして「ビックリ」しましたが、若い時は大いにチャレンジす

る事が大事です。やはり若い目でダイナミックなアメリカを経験すれば、いろんな意味で身に着く事が多

いと思います。

　サンディエゴはアメリカの一代軍港で知られておりますが、退役した航空母艦「ミッド・ウェイ」が港

に係留されています。観光客が大勢見物に来ており、私も航空母艦を見るのも初めて、乗るのも初めてで

す。あまりの大きさに目を見張るばかりでした。

　又再来年もアナハイムに行きたいと思っております。

桂木　功雄

再びアナハイムへ
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　以前より水戸市とアナハイム市が姉妹都市となっているのは知っておりましたが、この年になってやっ

と親善訪問が実現致しました。市役所において大勢の関係者に見送られ出発しました。

　ロザンゼルス空港近くの風景は、山肌が褐色で立木がなく、日本では見られない景色です。

　町並は碁盤の目のように、整然と区画されていました。アナハイムのコンベンションセンターのスケー

ルの大きさに驚きました。隣接して1億9000万ドルの予算で増設され、2年後に完成するとのことでした。

　アナハイム市のロアラ高校を訪問した際には、日本語の勉強に熱心に取り組んでいる姿に感心し、「ア

リとキリギリス」の童話を学習している様子が印象的でした。銀行業務を取り入れた教育には、感心する

ばかりです。

　サンディエゴでは、航空母艦ミッドウェイに乗船しましたが、長さ303m航空機65機搭載したまさに

動く基地という感じでした。

　親善姉妹都市40周年という節目の年に参加出来ました事を嬉しく思います。これも幡谷祐一氏のアナ

ハイム市名誉市長としての長年の御尽力の賜物と感謝いたします。

　先人達の功績に感謝するとともに、今後共、姉妹都市の友好を大切に継続していただきたいと思います。

最後に、団長である高橋市長、市議会の代表の方々そして水戸市国際交流協会の皆様に御礼を申し上げま

す。

　ありがとうございました。

桐原　文男

アナハイム市親善訪問団に参加して
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第32回国際親善姉妹都市アナハイム市訪問及び
アメリカ文化・行政視察団派遣事業に参加して

佐藤　弘

　10月16日から10月23日までの1週間、水戸市の姉妹

都市であるアナハイム市の親善訪問に行政視察団の一員

として参加させて頂きました。また私個人にとっては、初

めてのアメリカ本土訪問となりました。

　派遣決定当初は、高橋市長をはじめ面識のない水戸市市

議会議員の皆様、及び一般参加の皆様に混じっての視察に

緊張を感じていましたが、皆様に気さくに声を掛けて頂き

リラックスした心持ちで臨む事ができました。

　成田からは10時間程でロサンゼルス空港に到着。上空からの眺めは日本の光景とは違い、広大な町並

でスケールの大きさを実感しました。ロサンゼルスからアナハイムは約50キロの距離ですが、フリーウェ

イが発達しており短時間の移動で目的地に到着したように思います。道中目にしたものは想像以上に日本

車、特にトヨタ車・ホンダ車が多く走っていた事に感銘を受けました。アナハイム市内に入り落ち着いた

街並となりましたが、時期的に各家庭ではハロウィン祭の飾り付けがあり華やかな様相でした。水戸市と

アナハイム市姉妹都市40周年の記念すべきタイミングであり、これまでの様々な交流、多くの方々によ

る相互理解への努力、親交を深めてきた歴史を振り返る絶好の機会でありました。特に、地元のロアラ高

校での歓迎、水戸市との交流や日本語を学ぶ生徒の姿は、未来に向けたとても貴重な光景であると感じま

した。又、アナハイム市主催の姉妹都市締結40周年記念イベント歓迎レセプションは、盛大に催され感

激しました。中でも、アナハイム市内に新たに開設される道路に「Mito Way」の名を冠する事となり、ア

ナハイム市側からの思いがけないサプライズがあり感動しました。長年の交流により得た信頼に基づく出

来事でありました。

　最後に、今回お世話になりました親善

訪問団の皆様を初め、関係各位に感謝す

ると共に、今後ますますアナハイム市と

の親善・交流が深められ、お互いに発展

されますよう、心から御祈念申し上げま

す。有難うございました。
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　先ずはじめに、アナハイム市との姉妹都市締結40周年という記

念すべき年に、アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化行政視察団

に参加させて頂き、幡谷理事長をはじめとする水戸市国際交流協会

及び高橋市長を団長とする視察団のメンバーの皆様に、改めて感謝

致します。

　今回、公式行事である視察団ならではの訪問スケジュールに、普

段では決して味わえない貴重な体験を多くさせて頂きました。

　Loara高校視察では日本語を専攻する学生の授業を参観し、又校内に設置されている銀行の業務につい

ても生徒達が行っていると聞き大変驚かされました。

　コンベンションセンターを含めた市内施設の視察についても丁寧な案内を受けながら、普段では見るこ

とのできない細部まで案内して頂ける貴重な体験をさせて頂きました。

　中でも特に印象深いイベントは、姉妹都市締結40周年を記念して、アナハイム市に「Mito Way」とい

う通りができるという事です。

　アメリカは通りの名前がそのまま住所になると教えて頂き、Mitoという名前がアメリカに刻まれると

いう大きな瞬間に立ち会えた事に、非常に喜びを感じました。

　又、アナハイム市議会前にて、これまでアナハイム市と水戸市の交流に多大なる貢献をされた名誉市長

でもある幡谷祐一理事長を讃えるモニュメントと共に、今回参加させて頂いた視察団のメンバー達と記念

撮影をさせて頂いたことで、今後も続くアナハイム市との交流の歴史の一端を担えた事への充実感に満た

されました。

　末筆となりますが、今回の視察に携わった多くの方々とこれまでの交流の歴史に感謝させて頂きます。

　ありがとうございました。

鈴木　重憲

アナハイム市親善訪問に参加して
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　この度、第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及

びアメリカ文化・行政視察団の団員として、そして、一人の高

校生として参加させていただきました。私は、高校生というこ

ともあり、団長であり水戸市長の高橋靖様、副団長であり水戸

市議会議長の村田進洋様をはじめ、団員の皆様や関係者の皆様、

そして、父と母に支えられながら今回の訪問に臨むことができ

ました。この場をお借りして、感謝御礼申し上げます。

　さて、この訪問8日間ほぼすべて初めての体験となったわけ

ですが、日本を離れたことにより、アメリカに住む人々の生活

や感性などの違いを知ることができました。私自身普段から大

きな刺激を受ける機会がなかったため、とても勉強にもなりま

した。また、団員の皆様が年上ということもあり、普段の仕事

に対しての考えや、これからのことなどの大人の意見を聞く機会があり、人生観が変わりました。話を伺

うまでは、本当に仕事にありつけるのだろうか、しっかり

と仕事をこなすことができるのだろうか、そして将来家庭

を築くことができるのか、などと不安がありましたが、お

話を伺ったおかげですこしだけ前に進めたように感じまし

た。

　そのほかにも、現地のロアラ高校を訪問した際、日本語

の勉強をする教室があり、生徒との交流をしました。その

時感じたのは、最低でも二ヶ国語は会話として話せないと

この先やっていけない、と。私達の時代が来る頃にはさらにグローバル化が進み、もちろん英語も必要に

なります。今回の訪問を通して、そしてロアラ高校を訪問して英語の勉強、英会話の勉強をしっかりして

いくべきだと思いました。

　また、アメリカ、アナハイム市にあるコンベンショ

ンセンターや、ディズニーリゾートへの視察をした

際、感じたことは、とても町が栄えているというこ

と。とても大きなコンベンションセンター内では、

高い頻度でコンベンションが行われているとお聞き

ました。そしてこのコンベンションセンターを利用

する企業が宿泊する際、周りのホテルを利用するた

め、町への経済効果がしっかりと得られる環境であ

田寺　椋

国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及び
アメリカ文化・行政視察を終えて
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ることがわかりました。ディズニーリゾートでも同様

に、日本にある東京ディズニーリゾートとは比べ物に

ならないくらいの賑わいをみせていました。こうした

ものが町への経済効果をもたらすのだと視察を通して

感じることができました。

　このように、今回の訪問でアナハイム市と水戸市と

の絆をより一層深めることができ、私としても貴重な

体験となりました。

　また、今回この訪問団は、今年の訪問で40周年を

迎えるとお聞きました。アメリカ合衆国建国200年祭

に当たる昭和51年（1976年）に、両市は「国際親善姉

妹都市」の盟約を結びました。そしてこの先、50周年、

100周年と友好の輪が続きますことを願い、報告とさ

せていただきます。

　この度は、本当にお世話になりました。ありがとう

ございました。
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　このたび、国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪

問及びアメリカ文化・行政視察団の一員として、団

長である高橋市長をはじめ、副団長の村田議長、市

議会議員の皆様および市民の皆様と有意義な旅がで

きた事に感謝申し上げます。又、今年は特に姉妹都

市締結40周年という記念すべき年に参加できまし

た事、これもひとえに、幡谷会長が、1995年に水

戸市国際交流協会の理事長として40年もの長きに

渡り、文化交流に尽力して頂いた功績として、改め

て敬意と感謝を申し上げたいです。

　以下、私が視察旅行で体験した感想を述べたいと

思います。

○�ロアラ高校では日本語の授業を参観。生徒が、モ

ニターを見ながら「アリとキリギリス」の童話を

朗読していました。また驚いたことに学校内に銀

行があり、生徒が窓口業務を職場体験として行っていました。勿論、実際に預け入れや払戻しが可能だ

との事。高校でさらに校内において、すでにインターンシップが体験できることに、感銘を受けました。

○�コンベンションセンターの見学。施設の広さに圧倒されました。いくつものホールが存在し、この日も

建設資材のPRイベントが行われていました。この施設の特徴として感心した事は、エコ対策の一環と

して使用済容器や食べ残しを肥料化するリサイクル設備が完備されているという点でした。

○�40周年記念イベント歓迎レセプションでは両市長のスピーチ、記念品贈呈やプレゼント交換を行い、

盛大なパーティが催されました。

○�エンゼルススタジアム視察。メインゲートはもとより、ロッカールームやダッグアウトなど普段では入

ることのできない所まで案内してくれました。

○�アナハイム市役所。市議会傍聴。市役所前ミト・スクエアにて幡谷会長のアナハイム名誉市長25周年

銘板を背に写真撮影をし、その偉大な功績に、深く敬意をし、誇りに思いました。

　8日間はあっという間でしたが、毎日楽しいスケジュールでかつ、有意義で充実しており、添乗員さん

をはじめ、国際交流協会の皆様の気配りには、ただ頭が下がる思いでした。

　私には2人の娘がおりますが、是非この体験を通して、外国の文化を学び、国際交流の素晴らしさを肌

で感じてもらいたいと願うところです。これからも、両市が深く友好・親善の輪で結ばれ、お互いに発展

されますよう心から御祈念申し上げます。

千田　孝広

第32回アナハイム市親善訪問団に参加して
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　アナハイム市との国際親善姉妹都市の盟約が締結されたのが、昭和51年（1976年）と伺いました。当

時の私は小学校低学年であり、米国然り世界がどんな国 （々人々）で成り立っているか等について関心は

希薄で、たまに見るTVの旅番組等からの情報が全てでした。

　21世紀に入り、日本然り世の中は大きく変わりました。世界中で人種や宗教対立を根源とする紛争や、

経済格差等による様々な国家間の対立が露呈しています。その様な現代において、遙か9千㌔も離れたア

ナハイム市との姉妹都市の関係が40年も継続しているという事実を素直に嬉しく感じると同時に、節目

となる本年の国際交流研修旅行に参加できる喜びを胸に機上の人となりました。

　約20年ぶりに訪れた米国でしたが、到着するなり国土の大きさと暮らしの豊かさを改めて実感させら

れました。移動のバスがアナハイム市内に入ると、車中からは美しい街並みが目に飛び込んできます。聞

けば同市の面積は水戸市の6割だと言うのに、水戸市よりゆったりした雰囲気を醸し出しているのには、

都市計画の元にきちんと開発が進められてきた事の表れでしょうか。また、ゴミが落ちていないのも特筆

すべき点だと感じました。それには、単に清掃が行き届いているという事だけではなく、美しい住環境を

求める住民ひとりひとりの気持ちの高さがうかがい知れます。過日、教育現場視察で訪れた公立高校に

て、地区を代表する教育長のマツダ氏より、「学生向けに日常生活の規範を綱領としてまとめている。ま

た、がんばれば進学できるという“自分の歩むべき未来”を見える化したカードを全学生に配布している。」

という話があり、たいへん深い感銘を受けました。日本ではなんとなく当たり前になっている事ですが、

10代の若者に向けてこれらを改めて文字にして提唱するその姿勢は、一般社会人としても見習う点があ

ると感じました。

　今後も継続して様々な市民レベルでの交流が、絶え間なく進められる事を期待します。また、4年後の

東京オリンピックでは、アナハイム出身の選手（ないし出身がオレンジ郡）の方がいらっしゃれば、水戸

に招待して市民による壮行会等を催す事はいかがでしょうか？　姉妹都市の観点から、ご検討いただけれ

ば幸いです。

　末筆となりますが、今回お世話になった団長の高橋水戸市長をはじめ、市議会議員、訪問団の皆様、ま

た準備等からご尽力いただいた水戸市国際交流協会 王事務局長を筆頭とする事務局の方々に厚く御礼申

し上げる次第です。ありがとうございました。

幡谷　直朗

アナハイム市親善訪問団に参加して
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平成28年度
第32回国際親善都市アナハイム市

親善訪問及びアメリカ文化・行政使節団に参加して

久野　万智子

　カリフォルニアの青い空

　憧れのアメリカ！

　アメリカに恋焦がれて10年あまり。

　ついに来ました。

　今回のツアーの中心は、アナハイム市との姉妹都市締結40周年記念イベント参加です。

　主婦が普段の生活において、市主宰の行事に出席するというのは、全くないというのが現状の中、晴れ

やかな歓迎レセプションに参加というのは、夢のような出来事でした。

　アナハイム市は、昔はアメリカでもあまり知られていない町だったそうです。それが、ディズニーラン

ドが来た事で、ホテルが多く建ち、税金が入り、豊かになったとの事。

　楽しい事で有名になり、羨ましい限りです。

　税金が入る事では、東海村も同じですが、内容があまりにも違いすぎます。

　東海村の原子炉で、何かあったら水戸にはいられません。その時は、放浪の旅に出る事になるでしょう。

　危険と隣り合わせの、つらい現実の東海村。

　水戸市も付き合わなければなりません。

　今回のアメリカ旅行の中で、一番心に残り、深く考えさせられた話でした。

　旅行とは、自分自身や、住んでいる所を見直す事とよく言われます。

　カリフォルニアでは、連日青い空。雨量が少なく、ため池の水が干からびる現実がある。

　水戸に帰ってきたら、雨多し。しかし、これは喜ばしい事なのだ。

　中国重慶は、360日も曇天や雨天ばかり。晴れが、まずない。

　天気だけでも考えさせられる事があった旅であった。

　アメリカよ、さようなら。又来る日まで。
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　今回が5度目の参加となった親善訪問は、姉妹都市締結40周年を記念しての訪問でありました。

　アナハイム市では、前回も訪問したロアラ高校での新しいプロジェクトの説明を受けました。プロジェ

クトは、高校内に設けられた銀行で、窓口業務のノウハウを学び即戦力となる人材を育成するというもの

で、すでに卒業生の中には大学に通いながら銀行の窓口でパートとして働く学生もいるとのことでした。

プロジェクトが始まって1年足らずで既に実績があがっていることに驚くとともに、積極的に経済や金融・

金銭教育を進めていることは、水戸市でも大いに参考にすべきと感じました。

  また、参列した姉妹都市締結40周年を記念したレセプションでは、トム・テイト市長から「1976年の

締結以後年を重ねる毎に関係が深くなっていると感じている。東日本大震災の際にはとても心配したが、

水戸の人が惨事下での力強さの見本を見せてくれたことに感謝している」とのコメントがあり、40年とい

う長きにわたり築いた両市の繋がりの太さを改めて感じました。

　そしてこのレセプションでは、姉妹都市締結40周年を記念しアナハイム市役所に繋がる道の一つを

「Mito Way」と名づけるとの発表がありました。

　アメリカでは所在地を表すのにストリート名が使われるそうで、これによりアナハイム市民の目に

「Mito」の文字が触れる機会が増え、今まで以上に水戸市が身近な存在になってくれたらと期待いたしま

した。

　レセプション終了後訪問した議会では、傍聴席に招いてもらい議会を傍聴する多くの市民の前で我々訪

問団の紹介をしていただきました。その日行われる議案に興味を持ち集まった多くの方々に、姉妹都市で

ある水戸市との交流に長い時間をいただくことは大変恐縮する思いでありましたが、興味深くテイト市長

や高橋市長の言葉を聞いていた様子に、市民にも受け入れていただけているように感じ大変嬉しく思いま

した。

　最後に今回お世話になりました訪問団の皆さまを初め、関係各位に感謝するとともに、今後もますます

両市の絆が深まりますよう、心から御祈念申し上げます。本当にありがとうございました。

内藤　丈男

姉妹都市締結40年のアナハイム市を訪問して
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　アメリカへの渡航は、初めての経験でした。約10時間のフライト後につ

いた国は、何もかも大きく広い、人種も様々、晴れ渡る青空はまぶしいばか

りで、暖かな気候と湿気のないサラッとした空気に包まれました。

　ロアラ高校を訪問し、日本語を学ぶ教室では「アリとキリギリス」のスラ

イドを使い、字幕の日本語を皆で読み上げている様子を拝見しました。また、

キャンパス内に銀行が設置されており、2名の生徒が窓口業務を行っていま

した。設置の目的の一つに、地域の低所得者の子どもたちの経済教育を行い

たいということでした。また、教育長は「この学校には様々な文化を持った

生徒たちがおり、社会のモデルとなっていることを誇りに思っている。」と述

べられました。生徒会長は「ハッピーな気持ちで学校生活を皆に送ってほし

い。」と、活動の目的を語っていました。ロアラ高校は、教員と生徒がしっかりとした目標に向かい、手

を取り合い進んでいることを感じました。水戸市との交流が、次の世代に引き継がれていることを実感し

ました。

　アナハイム市のトム・テイト市長をはじめ、アナハイム市議会議員の皆様による、40周年を記念する、

歓迎レセプションも盛大に開催していただきました。また、レセプションの席で、アナハイム市役所周辺

の道路の一部を「Mito Way」と名付けることが発表されました。

　アナハイム市役所を訪問し、市議会において傍聴人が入った満席の議場で、訪問団を代表して高橋市長

が挨拶を行うとともに、私たち議員も中央に招かれ紹介をしていただき、場内から歓迎の拍手をいただき、

大変に感動いたしました。

　水戸橋、ミト・スクエアなど、アナハイム市により建設していただいた施設を視察させていただきまし

た。水戸橋を見学していると、現地の老人が話しかけてきました。庭園に隣接する住民の方で、「この庭

園を自分の庭のように使っていて本当に恵まれた環境です。」と、うれしそうに語っていたことが印象的

でした。池の水は澄み切って、芝生もきれいに手入れがよく行き届き、ごみ一つ落ちていない環境に、地

元の方が大切に守ってくださっていることがうかがえ、感謝の思いを強くいたしました。

　サンディエゴ市内は様々な交通手段があり、私は路面電車サンディエゴ・トロリーに乗ってみました。

駅の自動販売機で切符を購入し、改札がなく乗車、降りた時も改札が無く、車内検札にも会いませんでし

た。また、連接バスを女性が運転している様子も見ることができ、水戸市における公共交通政策の参考に

なりました。

　今後も末永く、アナハイム市との交流が継続発展し、様々な民間交

流を行うことが必要であると感じました。団長の高橋市長、村田副団

長の下で素晴らしい団員の方々に出会え、大変に有意義な充実した交

流ができたことに感謝いたします。そして、この度の事業の企画運営

を行っていただきました水戸市国際交流協会の皆様、関係各位の皆様

に心より感謝いたします。大変にありがとうございました。

黒木　勇

第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及び
アメリカ文化・行政視察団に参加して
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鈴木　宣子

　初訪米させて頂いた今回の「第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・行政

視察団」、高橋靖団長はじめ市議6人と水戸市民の代表併せて総団員25名にとってのアナハイム市等への

旅は、大変に貴重な友好親善の体験をさせて頂けたと思います。

　渡米初日の10月17日、私ども交流団の初訪問先は、生徒会・日本語履修課程の受講授業視察及び交流

目的で、アナハイム市内の公立ロアラ高校。熱心に日本語を学ぶ生徒の姿に感銘。又生徒会の歓迎の場で

は、アジア人ハーフの生徒会長が「地域社会に対する貢献を通じて学んだ事を還元している」「生徒皆が

幸せを満喫できるようリーダーシップを果たしたい」と熱く語る姿に感動。当校は、人種のるつぼの困難

な中ではあるが、州模範校としてのプライドも感じられた。

　翌18日は、姉妹都市締結40周年の歓迎レセプションで、アナハイム市長から、市の概要説明と歓迎の

言葉を伺いました。当市が水戸より６万人程多い人口約33万で、全米でも第55位の人口規模。ディズニー

ランドや、MLBやNHLのチーム、及びコンベンションセンター等が有名との事でした。更に訪問団一人

ひとりの顔を親しげに笑顔でつつみながら、「グローバルな同じ人間としての共感を呼ぶメッセージや水

戸市に対する心のこもった言葉」に触れ訪問団一同感動しました。その後、団長の高橋市長からも返礼御

挨拶があり、6つのテーブルを舞台に両市長を囲むようにして、歓談の場となりました。翌１９日以降は、

第２の訪問地サンディエゴ市へ向かい、サンディエゴ市の国境を超えて水戸市長とともにメキシコ訪問。

あまりにも厳しい治安状況・貧富の差の実態に触れ、数キロしか離れていないサンディエゴ市の裕福な状

況との格差は、今後のグローバルな課題として解決していかなければならないと、認識を新たにするに十

分でした。世界で起こっている問題こそ、自分の課題としていければと決意させられた瞬間でした。

　米国の作家の言葉に「遠くに行くことはある種の魔法で、戻ってきたときにはすべてが変わっている。」

とありますが、私にとって初めてのアメリカとの交流路は、幡谷祐一氏はじめ先人の先輩諸氏が築いて来

られたアメリカと日本の交流の深さに触れる貴重な体験であり、そのことを改めて心から実感し、自身の

アメリカ観を大きく変えるものであり、報恩謝徳の思いで一杯になるものとなりました。

「報恩謝徳」の日米交流旅

ロアラ高校の生徒会長と アナハイム市内
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綿引　健

アナハイム親善訪問に参加して

　平成28年度第32回国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団の一員とし

て、さらに、第1回目の派遣から40年となる節目の年に両市の友好親善の役目を担えたことを嬉しく思

うとともに、参加なされた団員の皆様と一緒に貴重な経験をさせて頂きましたことに心より感謝を申し上

げます。

　さて、今回はアメリカ大統領選挙の直前ということもあり、政治の場に身を置くものとして大変意義の

ある訪問となりました。アナハイム市にあるロアラ高校を訪問した際には、まだ高校生にも関わらず、と

ある大統領候補者の応援にボランティアで参加したことなどを堂々と公の場で話していたり、アナハイム

の議会を訪れた際には、議場傍聴席に収まり切れず別室にも多くの地元市民の方々が傍聴に参加するなど、

政治に対する国民性の違いを目の当たりに致しました。

　また、アナハイムコンベンションセンターを訪問した際には、人口35万人の都市にある施設とは思え

ないほどの規模に驚きを感じるとともに、併設されているリサイクル施設の充実性など、細かな部分にも

十分配慮がなされていることに更なる驚きを感じました。さらに、アメリカ国内でも有数の稼働率を誇る

施設として、ディズニーリゾートという魅力的なコンテンツと様々なニーズにも対応できる宿泊施設を完

備しながら、それらを有機的につなぎ合わせながら活用して経済の好循環を生み出しているということを

聞き、規模は違えども観光都市を目指す水戸にとっても大変参考となるものでした。

　5日目に訪れたサンディエゴ市は、私自身20年前に訪問した場所であり、当時はメキシコに隣接する

都市のため治安面に不安のある印象でしたが、バルボアパークや海軍航空博物館、これまで郊外にあった

スタジアムを市街地に移転するなど、アナハイムと同じく魅力あるコンテンツを集約しながらまちづくり

を進めることで街並みが一変し、さらに現在でも大型マンションを含め市街地の再開発が進んでいました。

街並みの変化を自分自身の目で確認することで時代の流れ

を感じるとともに、客観的な視点も持ちながらまちづくりに

取り組むことの重要性を改めて気づかされる経験となりま

した。

　今回の訪問を振り返るにあたり、文化や地域特性は違えど

も、地域の発展に寄与する様々な取り組みは万国共通のもの

で、水戸市の更なる発展のために行動する意欲を掻き立てら

れることとなり、また、先輩諸兄が築いてきた親善の絆をさ

らに継承していかなければならないということを痛感する

大変貴重な経験となりました。
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　我が水戸市と国際親善姉妹都市締結40周年を迎えるアナハイム市が、これまで多くの方々の友好・交

流によって太い絆となって現在に至っているということに感謝すると共に、昭和51年に盟約が締結され

た時が、私が生まれた年でもあって密かな感動と、節目の年に参加できる喜びを感じながら訪問させてい

ただきました。

　アナハイム市では西海岸最大と言われるコンベンション施設を見学いたしました。

　この施設は現在も拡張工事が行われており大変大きな施設でした。驚いたのは、ペットボトル等のリサ

イクルだけでなく、残飯も堆肥に変えガーデニングに利用するなどし、70パーセントのゴミが再資源化

されているとのことでした。リサイクルの推進は企業自らの努力で行われ、アメリカ国内の企業でも多く

みられるそうです。こうした取り組みは、ゴミの減量化を進める水戸市でも、大いに参考にすべきと感じ

ました。

　また、アナハイム市内のロアラ高校を視察した際、先生が「様々な人種の生徒が学ぶ中で、他の人種を

尊敬し感謝の気持ちを持って接するよう教育している」と語っていたことが印象的でした。様々な国籍の

人々が共に生活するアメリカらしい教育と感じましたし、グローバル化が進み日本の学校においても、今

後このような教育プログラムが展開され、日本にいながらも世界の様々な人達と繋がれるような教育の場

が提供されていけばと感じました。

　そして姉妹都市締結40周年を記念し開かれたレセプションではアナハイム市長であるトム・テイト氏

やアナハイム市議団の皆様に歓迎していただきました。

　テイト市長は、40年間という長い時間をかけて築かれた素晴らしい関係を表現するために市内の通り

を「Mito Way」と名付けると発表してくれました。両市の絆が益々強くなっていると感じるとともに、ア

ナハイム市にとって水戸市が歓迎されている存在であることが、大変嬉しく感じました。

　レセプション終了後、議会の傍聴をさせていただきました。議

会では多くの傍聴者がいる中、水戸市の紹介をしていただき、今

年が姉妹都市締結40周年であることが伝えられました。市民の

方々の前で紹介され、議場に招き入れられた際は、皆さんに受け

入れられるのか不安もあり大変緊張しましたが、みなさんの拍手

と温かい眼差しに深い感謝と感動を覚えたことが今でも忘れられ

ません。

　このように、今回の訪問が大変有意義なものとなり、所期の目

的を達成できたことを大変嬉しく、今後も本活動が継続され両市

の絆が更に強くなることを期待いたします。

　最後になりますが、今回お世話になりました訪問団の皆様を初

め関係各位に心から感謝申し上げ報告といたします。ありがとう

ございました。

大津　亮一

姉妹都市締結40年の節目の年にアナハイムを訪問して
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　メキシコへの入国審査を済ませ、建物を抜けると機銃を肩から下げた兵士、強い日差しと自動車の警笛、

店番をしながら片言の日本語を話す大勢の人たち、土埃など、日本では想像することもできない活気と騒々

しさが広がっていた。

　機会に恵まれ、10月16日から8日間の日程で、国際親善姉妹都市アナハイム市親善訪問及びアメリカ

文化・行政視察団に参加させていただいて最も記憶に残っている光景の一つである。

　日本の慣れ親しんだ日常的な場を離れ、アメリカの入国審査を済ませると視察団の目的の一つでもある

「異なる文化」の貴重な体験をすることができた。

　空港でポケットに手を突っ込み、仲間同士で談笑しながら到着客を案内する係官、一見こわばった表情

の審査官の優しい対応に接しながら、アメリカに入国した私たち一行は、バスに揺られ、巨大な建物や一

回り大きなトラックなどの間から、世界各国から訪れた人たちと一緒に太平洋を見ていた。

　そこには、凧揚げやサーフィンに興じる人、スケートボードで疾走する人など、多くの人々でにぎわっ

ており、写真で見たことのあるような景色が広がっていた。

　食事や飲み物は、巨大で量が多く、日本での「残さずいただく」ことに対し、「残すこと」で満足を表す

意思表示が重要であり、必要であることを痛感した。

　アメリカ国内の移動は、大型バスが中心であった。日本とはそのスケールが比べ物にならない高速道路

を走ると、そこには、いつ壊れてもおかしくないような車、巨大なトレーラー。最新のスポーツカーなど

多くの車がスピードを上げて行き交っていた。

　訪問日程の最終日近くになって、メキシコを訪れる機会をいただき、アメリカとメキシコとの国境越え

を経験した。アメリカからの出国は、それほど厳しいものではなかったが、帰りの入国審査を待つ列の長

さに驚かされた。特に、違法入国に対する警戒が厳しく、時に8時間もの時間を要するとのことであり、

入国審査を待つ間にも、審査ゲートの手前で係官に止められ、メキシコ国内へ戻る人の姿が見受けられた。

　また、訪問中は、アナハイム市の歓迎レセプションやアナハイム市議会の開会冒頭に招かれるなど、姉

妹都市訪問ならではの日程やアナハイムロアラ高校での日本語授業、生徒会組織、アメリカでも稀な校内

銀行システムをはじめ、地理的条件を生かした巨大なコンベンションセンターでの施設の活用方法やリ

サイクルシステムなどの説明を受け、エンゼルスの

本拠地エンゼルスタジアムの記者会見場や選手ロッ

カー室の見学など、大変貴重な経験と多くの人たち

との出会いの機会をいただいた。

　8日間の日程を多くの方々に支えられ、無事帰国

できたことに感謝して、盟約締結40周年という節

目の年の視察団への参加報告とさせていただきま

す。

小嶋　正徳

日本、アメリカそしてメキシコ
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　親善姉妹都市の締結がされたのは今から40年前、私が生まれる前の1976年でした。

　水戸市総合運動公園の側にあるアナハイム通りは、身近なものでありましたが、アナハイム市と関係は

よく分からないまま育ち、市の職員に採用されてから親善姉妹都市であることを知りました。

　採用されてからもう20年近く経ちますが、これまでアナハイム市について学ぶ機会がなかったため、

今回改めて学ぶことができたことに感謝しています。

　参加するに当たり、目標を持つことにしました。

　まずは、親善姉妹都市としての歴史について学び、現地の方々と交流することにより、今まで築き上げ

られて来た40年間を感じることです。そして、それを水戸の方々に伝えることです。

　また、先進的な施策を学び今後の仕事に活かすことができればと考えました。

　参加した40周年締結を記念したレセプションは、アナハイム市長の「両市の互いへの気遣いがあった

からこそ絆が深まっている。」という発言がありましたが、それを感じる温かく和やかな雰囲気の中で行

われました。

　また、東日本大震災の際に学生達が、水戸の人たちに愛情・友情・支援の気持ちをもって手紙を書いた

ことが教育上の成果があったとの発言もあり、当時、自分達の生活の立て直しに必死に活動していました

が、陰から支えられていたことを知り、とても嬉しく思いました。

 　アナハイム市で案内された高校では、日本語の授業を見学させていただきました。授業は先生の「起立」

の掛け声から始まり、ひらがなだけでなくカタカナ、漢字の混ざる文章の音読を披露していただきました。

スムーズに進められた授業に、日頃の努力が感じられ感心いたしました。

　また、この高校では実際に生徒や先生が利用できる銀行があり、生徒が窓口業務を行うというユニーク

なプロジェクトを行っていました。在学中に、銀行の窓口のノウハウを学び、銀行員としてのスキルを身

に着けて卒業することは、銀行に就職を目指す生徒の自信につながるし、学校外の社会で活動することは

その他の職種に就職を希望する生徒や進学をする生徒にとても有意義であると思いました。

　アナハイム市では、その他にもコンベンション施設を見学しました。

　この施設は西海岸最大のコンベンション施設だそうですが、訪問

した際は国の安全関係の展示関係が行われていました。そこでは4、

5程度の日本企業の出展があり、日本の技術が世界の安全を守って

いることを誇らしく思いました。

　また、隣接するホテル2棟は様々な価格帯の客室を用意しており、

合わせると3500室もの客室を備えるそうです。コンベンション施

設周辺はホテルやディズニーに代表されるエンターテイメントが

揃っており、自然と人が集まる場所に整っていると感じました。

　今回の訪問により私は多くの事を学び、大変有意義な時間を過ご

すことができました。今後は今回得た経験等を仕事に活かしていき

たいと思います。

　最後になりますが、今回お世話になった団員の皆様を初め、関係

者の皆様に心から感謝申し上げ報告とさせていただきます。

鈴裏　郁恵

国際親善姉妹都市視察団に参加して





資料編

高橋 靖 水戸市長 と トム・テイト アナハイム市長
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国際親善姉妹都市アナハイム市との交流� （平成28年11月現在）

～国際親善姉妹都市盟約締結までの経緯～
　水戸市とアナハイム市との交流は、昭和49年（1974）アナハイム市在住の水戸市出身の実業家が、
中学時代の恩師をアナハイム市に招待したことに始まる。
　その後、アナハイム市のキワニスクラブの会員を中心とするグループと、幡谷祐一氏を中心とし
て組織された茨城県国際文化交流協会の会員とによる活動が実を結び、教育視察団の派遣やアナハ
イム市のビル・ソーム市長を団長とする使節団の来水などを経て、アメリカ合衆国建国200年祭に
当たる昭和51年（1976）12月21日、両市は「国際親善姉妹都市」盟約の締結に至った。

～水戸・アナハイム　交流の足跡～
　姉妹都市となった両市は、親善友好関係を深めるため、様々な交流活動を重ね今日に至っている。
その交流は、定期的な相互訪問を中心に、様々な主体、多様な内容で展開されている。

（相互訪問）
○水戸市使節団の派遣
　�　水戸市使節団のアナハイム市への派遣は、昭和51年（1976）の姉妹都市調印式使節団派遣を第
１回として、これまで32回行われ、延べ939人がアナハイム市を訪問している。

○アナハイム市使節団の来水
　�　アナハイム市使節団の来水は昭和51年（1976）を第１回として、これまで18回あり、延べ418
人が水戸市を訪問している。また、平成25（2013）年8月には、アナハイム市より特使1名（Mark 
Lopez氏）が来水した。

○水戸市学生親善大使の派遣
　�　水戸市学生親善大使のアナハイム市への派遣は、昭和63年（1988）の第1回以来、これまで26
回実施され、合計476人（学生433人）がアナハイム市を訪問している。（H28.8現在）

○アナハイム市学生親善大使の来水
　�　アナハイム市学生親善大使の来水は、昭和60年（1985）の第1回以来、これまで27回実施され、
合計102人（学生92人）が水戸市を訪問している。

（モニュメント）
○「水戸橋」（アナハイム市）
　�　姉妹都市盟約締結を記念して、アナハイム市は「水戸橋」を建設し、昭和52年（1977）に、その
渡り初めが行われた。

○「アナハイム通り」（水戸市）
　�　昭和58年（1983）、水戸市総合運動公園沿いの市道が「アナハイム通り（Anaheim Way）」と命名
され、記念碑の除幕に続き、「アメリカハナミズキ」の記念植樹が行われた。

○「ミト・スクエア」（アナハイム市）
　�　姉妹都市10周年を記念して、昭和61年（1986）、アナハイム市庁舎前に「ミト・スクエア」が
建設された。
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○「であい像」（水戸市）
　�　姉妹都市15周年を記念して、平成3年（1991）、水戸総合運動公園内に「であい像」が建立された。
○「アナハイム橋」（水戸市）
　�　姉妹都市30周年を記念して、平成18年（2006）、千波公園内に「アナハイム橋」及び記念碑が
建立された。

○「ミト通り」（アナハイム市）
　�　姉妹都市40周年を記念して、平成28年（2016）、アナハイム市内の市道が「ミト通り（Mito 
Way）」と命名された。

（功労者への表彰）
○アナハイム市からの表彰
　�　両市の友好親善に尽力したとして、昭和54年（1979）、和田祐之介市長が「アナハイム市名誉市
民」の称号を授与された。また、昭和57年（1982）には、幡谷祐一国際親善都市交流促進協議会
会長が「No.1フレンド賞」を受賞した。幡谷氏は、昭和63年（1988）には「アナハイム市名誉市長」
にも認定されている。

○水戸市からの表彰
　�　両市の友好親善に尽力したとして、平成18年（2006）、財団法人水戸市国際交流協会、アナハ
イム市姉妹都市協会、チエコ・デューティー氏が表彰された。

（その他の交流）
○石川小学校とサンキスト小学校の姉妹校の提携
　�　昭和54年（1979）、両校は姉妹校を提携し、絵画作品や手紙の交換などをして交流を深めている。
○ミッキーマウス６０歳記念祭への出席
　�　昭和63年（1988）、ミッキーマウスの60歳記念祭に水戸市の児童11人が招待され、世界中の
子供たちと親善を深めた。

○児童絵画展
　�　平成18年（2006）、姉妹都市30周年を記念して、市内の幼稚園、小・中学校、特殊教育諸学校
及びアナハイム市サンキスト小学校の児童生徒による絵画展が開催された。

○アナハイムフェスティバル
　�　平成18年（2006）、姉妹都市30周年を記念して、交流の歴史、アナハイム市の紹介等を中心と
したイベントが水戸市国際交流センターにおいて開催された。

○国際姉妹都市交流シンポジウム
　�　平成21年（2009）、水戸市市制施行120周年を記念して、水戸市・アナハイム市・重慶市の関
係者を迎え、これからの姉妹都市交流のありかたについてディスカッションが行われた。
　�　また、シンポジウムに合わせ、姉妹都市の紹介などを中心とした交流の歴史パネル展が水戸市
国際交流センターにおいて開催された。

○アナハイム市との教育交流事業
　�　平成21年（2009）以降、毎年、英語指導助手のアナハイム市からの受入（採用）に向けて、水戸
市教育委員会と連携しながら、アナハイム市関係機関と各種調整、協議を行っている。
　　採用者：延べ21名（平成26年10月現在）
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○「ガンバレ！ MITO ！～アナハイムからの応援メッセージ展～」
　�　平成23年（2011）、過去に水戸市を訪れたアナハイム市学生親善大使の呼びかけにより、東日
本大震災の被害を受けた水戸市へ励ましの手紙を贈るキャンペーンが行われ、アナハイム市民よ
り寄せられた3,275通の手紙を市内の幼稚園や小中学校へ届けるとともに、水戸市国際交流セン
ターにおいて展示した。

○第7回自治体国際交流表彰（総務大臣賞）受賞
　�　平成25年（2013）、長年の姉妹都市交流が草の根レベルで浸透していることなどが評価され、
総務省と財団法人自治体国際化協会が主催する「第7回自治体国際交流表彰（総務大臣賞）」を受賞
した。

○幡谷祐一アナハイム市名誉市長就任25周年記念銘板献呈
　�　平成26年（2014）、幡谷祐一アナハイム市名誉市長就任25周年を記念し、アナハイム市庁舎前
の水戸スクエア内に銘板が設置され、両市の関係者が出席するなか、銘板献呈及び除幕式が執り
行われた。

（出版物）
○「アナハイムにかける橋」の発刊（茨城県国際文化交流協会（代表：幡谷祐一）著）
　�　教育視察団の視察成果をまとめたものが昭和51年（1976）に刊行された。
○「アナハイムへの道」の発刊（和田祐之介、茨城県国際文化交流協会著）
　�　盟約締結までの経緯をまとめたものが昭和53年（1978）に刊行された。　
○「20年のあゆみ」の発行
　�　姉妹都市20周年を記念し、20年間の交流事業をまとめた記念誌が平成9年（1997）に発行され
た。

○「友情の懸け橋」の発行
　�　姉妹都市30周年を記念し、30年間の交流事業をまとめた記念誌が平成19年（2007）に発行さ
れた。
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水戸市 アナハイム市

人　 口 271,110人
（2016年12月現在）

343,793人
（2012年現在）

面　 積 217.43㎢ 130.7㎢

緯　 度 北緯36度21分57秒 北緯33度50分10秒

経　 度 東経140度28分17秒 西経117度53分23秒

気　 候
平均気温：摂氏14.1℃
年間降水量：1,498.5mm
温暖湿潤気候

平均気温：摂氏21℃
年間降水量：249㎜
地中海性気候

市 の 花 ハギ キンセンカ（Calendula）

市 の 木 梅 マグノリア（Magnolia）

市制施行 1889年（明治22年） 1857年

― 両市のプロフィール －
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1　目　　的　国際交流推進事業の一環として，国際親善姉妹都市締結40周年の節目を迎えるアナ
ハイム市に訪問団を派遣し，親善プログラムを通して相互理解と友好親善を深めると
ともに，両市民間の交流を促進する。

　　　　　　 また，アメリカ文化・行政視察では，ロサンゼルス市やサンディエゴ市において，文
化的資産の活用事例として歴史的建造物や都市公園等を視察する。

2　主　　催　公益財団法人水戸市国際交流協会
3　期　　間　平成28年10月16日（日）～ 10月23日（日） （8日間）
4　訪 問 先　アナハイム市 ，ロサンゼルス市，サンディエゴ市（カリフォルニア州）
5　派遣人員　40人（うち一般市民は25人，先着順）
6　主な活動　・アナハイム市，ロサンゼルス市，サンディエゴ市の文化･行政視察並びに施設見学
　　　　　　　・アナハイム市，姉妹都市委員会への表敬訪問及び歓迎行事等参加
　　　　　　　・市民間の交流活動など
7　事前研修（結団式）　 ９ 月29日（木）　18:30～20:30　水戸市国際交流センター（渡航説明会を含む）
8　事後研修（解団式）　 11月８日（火）　18:30～20:00　水戸市国際交流センター
9　応募資格　（1）�本人または家族が，応募時点で水戸市に居住している方（その他協会が必要と認

める方）
　�　　　　　　　（2）国際交流に関心を持ち，友好親善に努めたい方
　�　　　　　　　（3）健康で協調性に富み，実施計画に従って規律ある団体行動ができる方
　�　　　　　　　（4）事前･事後研修を含めて全日程参加できる方
　�　　　　　　　（5）�帰国後もこの経験を生かし，本市の実施する国際交流推進事業に積極的に参加で

きる方
10 応募方法　�別紙参加申込書に必要事項を記入のうえ，証明写真（パスポートサイズ4.5×3.5cm）

及びパスポートコピー（ある方のみA4サイズで）を添えて8月7日（日）から8月23
日（火）までに，水戸市国際交流協会まで持参又は郵送で，お申し込みください（FAX
不可）。期間内でも定員になり次第，締め切ります。なお，参加申込書は協会ホーム
ページからもダウンロードできます。

11 参加費用　約350,000円（うち30,000円を協会が補助します）
　　　　　　　　・参加費用に含まれる主なもの

航空運賃（エコノミークラス）及びバスなどの運賃料金，観光料金，宿泊料金，日
程記載の食事料金，傷害死亡･後遺傷害保険など

　　　　　　　　・参加費用に含まれない主なもの
渡航手続関係諸費用，オプショナルツアー代金，個人的性質の諸費用，超過手荷
物運搬料金，一人部屋追加料金（102,000円），ビジネスクラス追加料金（380,000
円），海外旅行保険（個人用任意保険）など

　　　　　　　　・部屋割りについて
お一人でのお申し込みで相部屋希望の方は，調整が付けば相部屋となりますが，
できない場合はシングル利用となり，追加代金（102,000円）をいただきます。

12 派遣者の取り消し
　　　　　　　　・派遣決定後であっても，応募資格の虚偽報告及び不適格と認められる行為や事実

があった場合は資格を取り消すことがあります。その際に発生するキャンセル料

平成 28 年度 第 32 回国際親善姉妹都市アナハイム市
親善訪問及びアメリカ文化 ･ 行政視察団
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は本人負担となります。
　　　　　　　　・出発後の取り消しは団長が行ないます。その際の損害賠償等の責任は，取り消さ

れた本人が負うこととなります。
13 取消し料　�9月16日（金）以降の取消しについては，旅行業約款に基づき，該当者に取消し料が

発生します。（9月16日以降は旅行代金の20%，10月10日（月）以降は50%，旅行
開始後は全額）

14 そ の 他　・�申込書に記入された個人情報（氏名,住所,電話番号など）は，本事業における運送･
宿泊機関等の予約手続き及び申込者との連絡等に限り利用させていただきます。

　　　　　　　・�本事業は，参加者の安全を最優先としますので，今後の国際情勢によっては，参加
決定後でも変更または中止する場合があります。

15 お問合せ先　 公益財団法人水戸市国際交流協会（開館時間：午前9時～午後9時）
　　　　　　　　※毎週月曜日，8/11（木）は休館
　　　　　　　　〒310-0024 水戸市備前町6-59 水戸市国際交流センター内
　　　　　　　　電話：029-221-1800　　URL: http://www.mitoic.or.jp







第32回国際親善姉妹都市アナハイム市
親善訪問及びアメリカ文化・行政視察団報告書

　　  発行日　平成29年2月

　　　　　　　公益財団法人水戸市国際交流協会
  　　水戸市備前町6-59　電話029-221-1800
※今回の報告書に関するお問合せはこちらへ
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